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ビ
ル
マ
作
戦
従
軍
記 

愛
媛
県 

 

安 

藤 

包 

明 
 
 

  

私
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
八
月
二
十
八
日
、
安
藤

利
吉
の
長
男
と
し
て
愛
媛
県
西
条
市
丹
原
町
池
田
八
二
四

番
地
に
生
れ
ま
し
た
。 

 

父
、
母
、
姉
、
妹
三
人
、
弟
三
人
と
私
を
入
れ
た
十
人

家
族
で
し
た
。 

 

家
は
専
業
農
家
で
米
・
麦
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和

二
（
一
九
二
七
）
年
四
月
、
丹
原
尋
常
小
学
校
に
入
学
し
、

昭
和
十
年
三
月
三
十
一
日
同
校
を
卒
業
し
、
農
業
に
従
事

し
て
お
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
五
年
四
月
、
農
作
業
中
に
発
動
機
の
故
障
の
た

め
右
手
首
に
受
傷
し
、
手
首
が
動
か
な
く
な
り
徴
兵
検
査

を
翌
月
に
控
え
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

当
時
の
青
年
と
し
て
は
軍
隊
に
入
り
、
国
防
の
第
一
線

に
立
つ
こ
と
が
名
誉
で
あ
り
誇
り
で
も
あ
り
ま
し
た
か
ら
、

徴
兵
検
査
で
甲
種
か
第
一
乙
種
に
合
格
し
な
け
れ
ば
恥
ず

か
し
く
て
街
を
歩
け
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

明
く
る
五
月
に
徴
兵
検
査
で
は
果
た
せ
る
か
な
第
二
乙

種
合
格
で
現
役
入
隊
の
望
み
は
断
た
れ
た
の
で
す
。
昭
和

十
六
年
十
月
、
教
育
召
集
令
状
が
来
ま
し
て
小
倉
の
西
部

第
六
十
二
部
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。
昭
和
十
七
年
一
月
に

召
集
解
除
に
な
り
三
カ
月
の
教
育
終
了
で
帰
宅
し
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
教
育
召
集
の
あ
と
赤
紙
召
集
が
必
ず
く
る
か
ら

覚
悟
し
て
お
く
よ
う
に
言
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

果
た
し
て
三
カ
月
後
の
昭
和
十
七
年
四
月
五
日
、
召
集
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令
状
が
来
て
、
丸
亀
歩
兵
の
第
百
十
二
連
隊
に
入
隊
し
ま

し
た
。
そ
し
て
七
日
夜
、
坂
出
港
を
出
港
し
ま
し
た
。
輸

送
船
は
貨
物
船
「
オ
ハ
イ
オ
丸
」
で
六
，
〇
〇
〇
ト
ン
。 

 

兵
隊
は
完
全
軍
装
で
し
た
。
四
月
末
に
ビ
ル
マ
の
ラ
ン

グ
ー
ン
に
入
港
、
直
ち
に
鉄
道
列
車
で
北
上
し
ビ
ル
マ
北

端
の
終
点
ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
に
到
着
。
直
ち
に
歩
兵
第
百
十

二
連
隊
第
三
大
隊
第
八
中
隊
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
中
隊

長
は
空
谷
光
友
中
尉
で
し
た
。 

 

私
は
教
育
召
集
の
三
カ
月
間
に
擲
弾
筒
の
教
育
を
受
け

て
い
ま
し
た
の
で
、
擲
弾
兵
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
第

一
小
隊
第
一
分
隊
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
分
隊
長
は
内
海

軍
曹
で
し
た
。
三
豊
郡
伊
吹
島
の
出
身
で
し
た
。 

 

ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
の
西
北
方
の
フ
ー
コ
ン
谷
地
の
中
国
軍

の
掃
討
作
戦
に
従
事
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
昭
和
十
七
年
十
一
月
ま
で
ミ
ー
ト
キ
ー
ナ
か

ら
南
方
の
ミ
ン
ム
の
警
備
に
従
事
、
空
谷
中
隊
長
、
山
本

中
尉
、
岡
少
尉
、
伊
藤
軍
曹
、
岡
本
軍
曹
が
在
隊
し
ま
し

た
。
警
備
期
間
中
、
山
本
中
尉
の
当
番
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し

た
。 

 

昭
和
十
七
年
十
二
月
、
ビ
ル
マ
南
端
の
バ
セ
イ
ン
に
第

三
大
隊
が
移
駐
す
る
。 

 

昭
和
十
八
年
正
月
は
餅
を
つ
い
て
東
方
の
祖
国
を
遥
拝

し
ま
し
た
が
、
当
時
は
、
戦
地
に
い
る
感
じ
が
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
も
束
の
間
、
二
月
末
に
は
イ
ン
ド
と
の
国

境
に
近
い
マ
ユ
半
島
で
、
第
三
十
三
師
団
の
宮
脇
支
隊
（
仙

台
編
成
）、
佐
古
田
支
隊
が
英
印
軍
と
苦
戦
と
の
報
に
、
第

百
十
二
連
隊
が
救
援
に
出
動
し
、
プ
ロ
ー
ム
か
ら
ア
ラ
カ

ン
山
脈
を
越
え
、
タ
ン
ガ
ッ
プ
、
ア
キ
ャ
ブ
、
カ
メ
イ
、

ド
ン
ベ
ー
ク
で
戦
闘
を
し
ま
し
た
。 

 

敵
の
英
印
軍
の
ゴ
ル
カ
兵
は
勇
敢
で
、
火
砲
も
強
力
で
、

山
容
が
変
わ
る
程
猛
烈
な
砲
撃
を
受
け
、
そ
れ
に
飛
行
機

も
加
わ
り
、
こ
れ
で
は
負
け
る
と
思
い
ま
し
た
。 

 

我
が
軍
の
火
力
は
貧
弱
で
、
我
が
擲
弾
筒
の
弾
丸
が
五

発
の
う
ち
三
発
が
不
発
弾
だ
っ
た
の
に
は
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
八
年
六
月
頃
に
「
三
十
一
号
作
戦
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。
私
は
一
人
だ
け
千
葉
編
成
の
速
射
砲
部
隊
（
野

口
中
隊
）
に
転
属
さ
せ
ら
れ
、
英
軍
戦
車
Ｍ
４
を
相
手
に

戦
っ
た
の
で
す
が
、
Ｍ
４
戦
車
の
装
甲
板
は
厚
く
、
速
射
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砲
弾
も
跳
ね
返
さ
れ
戦
闘
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。 

 
昭
和
十
八
年
十
二
月
、
歩
兵
第
百
十
二
連
隊
第
一
大
隊

に
配
属
さ
れ
た
、
山
砲
部
隊
の
護
衛
兵
と
し
て
勤
務
し
ま

し
た
。
山
砲
隊
は
山
の
上
に
砲
を
配
置
し
、
分
哨
に
十
一

人
を
派
遣
し
、
私
も
そ
の
中
の
一
人
と
し
て
分
哨
勤
務
に

つ
い
て
い
ま
し
た
。
付
近
の
住
民
が
「
カ
ボ
チ
ャ
」
を
売

り
に
来
て
い
ま
し
た
。 

 

あ
る
日
、
私
は
も
う
一
人
と
二
人
で
十
一
個
の
飯
盒
を

ブ
ラ
下
げ
て
山
を
下
り
て
い
た
時
、
分
哨
方
向
で
手
投
弾

の
破
裂
音
が
し
た
と
同
時
に
自
動
小
銃
の
銃
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
敵
は
カ
ボ
チ
ャ
売
り
を
装
っ
て
偵
察
し
て

い
た
の
で
す
。
山
上
の
山
砲
陣
地
は
砲
を
撤
収
し
、
分
哨

は
全
滅
し
、
死
体
収
容
は
不
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
九
年
三
月
に
「
は
号
作
戦
」
が
発
令
さ
れ
、
連

隊
長
が
古
谷
朔
郎
大
佐
に
替
り
、
私
は
軍
旗
護
衛
小
隊
に

派
遣
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
内
、
マ
ラ
リ
ア
と
ア
ミ
ー
バ
赤
痢
に
罹
り
、
第
四

野
戦
病
院
に
入
院
す
る
こ
と
に
な
り
、
連
隊
長
に
申
告
に

い
き
ま
す
と
「
気
合
が
抜
け
と
る
か
ら
病
気
に
な
る
ん
じ

ゃ
」
と
言
わ
れ
本
当
に
情
け
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

野
戦
病
院
で
す
か
ら
衛
生
兵
だ
け
で
看
護
し
て
く
れ
ま

し
た
が
、
炊
事
の
火
の
燃
え
さ
し
の
黒
い
炭
の
粉
が
薬
で

し
た
。
下
痢
に
は
良
く
効
く
と
の
た
と
え
の
通
り
良
く
効

き
ま
し
て
、
三
カ
月
で
退
院
で
き
本
隊
を
追
及
し
ま
し
た
。 

 

途
中
ビ
ル
マ
の
寺
院
に
立
ち
寄
り
、
お
坊
さ
ん
か
ら
供

物
を
い
た
だ
き
、
片
言
で
あ
い
さ
つ
と
お
礼
の
言
葉
を
交

わ
し
た
り
し
ま
し
た
。 

 

当
時
の
住
民
の
対
日
感
情
は
親
日
的
で
し
た
が
、
日
本

軍
が
マ
ン
ダ
レ
ー
撤
退
の
頃
か
ら
反
日
的
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。 

 

昭
和
十
九
年
七
月
に
ド
ン
ギ
ヤ
ン
月
形
高
地
の
戦
闘
で
、

私
は
夜
襲
の
た
め
擲
弾
筒
と
小
銃
を
持
っ
て
待
機
中
に
、

敵
の
迫
撃
砲
弾
の
破
片
で
右
下
腿
部
砲
弾
片
創
を
受
け
、

第
二
野
戦
病
院
に
入
院
し
ま
し
た
。
昭
和
二
十
年
三
月
退

院
、
本
隊
に
追
及
し
ま
し
た
。 

 
「
三
一
号
作
戦
」
の
終
了
後
、
善
通
寺
の
第
五
十
五
師

団
は
四
分
割
さ
れ
、
歩
兵
第
百
十
二
連
隊
の
第
一
大
隊
、

第
二
大
隊
と
野
戦
重
砲
兵
第
五
連
隊
第
一
大
隊
を
基
幹
と
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し
て
「
干
城
兵
団
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。 

 

兵
団
長
は
桜
井
徳
太
郎
少
将
で
あ
り
ま
す
。
「
三
一
号

作
戦
」
時
の
第
五
十
五
師
団
長
は
古
関
健
中
将
。
「
ハ
号
作

戦
」
時
は
花
谷
正
中
将
で
し
た
。 

 

第
三
大
隊
は
花
谷
中
将
の
護
衛
に
な
り
、
モ
ー
ル
メ
ン

で
終
戦
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。 

 

我
が
第
一
大
隊
は
南
部
の
モ
ー
ル
メ
ン
で
終
戦
を
迎
え
、

フ
ラ
ン
ス
軍
の
武
装
解
除
を
受
け
ま
し
た
。
同
地
で
我
が

大
隊
は
師
団
司
令
部
の
直
轄
と
な
り
、
フ
ラ
ン
ス
軍
と
の

連
絡
要
員
と
し
て
、
モ
ー
ル
メ
ン
に
駐
屯
し
て
い
た
第
五

十
五
飛
行
師
団
か
ら
英
語
・
仏
語
に
堪
能
な
関
伍
長
が
、

第
百
十
二
連
隊
か
ら
は
渡
辺
兵
長
と
私
の
三
人
が
仏
軍
司

令
部
の
一
室
に
起
居
、
食
事
は
日
本
軍
の
給
与
で
両
軍
の

連
絡
に
当
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

あ
る
日
、
隣
の
部
隊
か
ら
話
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

越
南
軍
（
独
立
派
）
が
蜂
起
し
て
主
謀
者
三
人
が
逮
捕
さ

れ
訊
問
さ
れ
て
い
る
の
で
し
た
。
そ
れ
が
二
日
間
後
に
は

話
し
声
が
消
え
静
か
に
な
り
ま
し
た
。
逃
走
し
た
の
で
す

が
、
再
び
逮
捕
さ
れ
取
調
べ
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
思

わ
ぬ
災
難
が
私
に
降
り
か
か
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
も
い

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

仏
軍
に
抵
抗
す
る
越
南
軍
の
首
領
の
逃
亡
の
手
助
け
し

た
の
は
日
本
兵
の
安
藤
だ
と
白
状
し
た
と
言
っ
て
、
仏
軍

の
命
令
で
私
は
日
本
軍
の
司
令
部
の
一
室
に
留
置
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
無
実
を
強
く
訴
え
ま
し
た
が
敗
軍
の
弱

身
で
な
か
な
か
聞
い
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

Ｓ
中
将
は
私
を
呼
び
出
し
て
「
安
藤
兵
長
、
誠
に
忍
び

難
い
が
明
治
維
新
の
時
の
志
士
の
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら

え
ぬ
か
」
と
頼
ま
れ
た
の
で
無
実
の
罪
を
か
ぶ
せ
ら
れ
る

情
け
無
さ
に
涙
が
こ
ぼ
れ
ま
し
た
。 

 

一
時
は
逃
亡
し
て
親
日
家
の
ビ
ル
マ
人
に
か
く
ま
っ
て

も
ら
う
方
法
も
相
談
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に
英
国
軍

が
進
駐
し
て
き
ま
し
た
の
で
早
速
、
関
伍
長
が
得
意
の
英

語
で
無
実
の
罪
に
泣
く
日
本
兵
の
救
助
を
頼
ん
で
く
れ
た

の
が
効
を
奏
し
て
、
早
速
英
軍
か
ら
仏
軍
に
申
し
入
れ
が

あ
り
、
私
の
釈
放
が
決
定
さ
れ
、
無
実
が
晴
れ
留
置
が
解

か
れ
ま
し
た
。
関
伍
長
、
渡
辺
兵
長
の
二
人
の
御
恩
は
終

生
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。 
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昭
和
二
十
一
年
三
月
頃
、
仏
印
の
コ
マ
イ
に
退
り
食
塩

の
積
み
込
み
作
業
を
仏
軍
の
指
示
で
や
ら
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
、
仏
印
の
サ
ン
ジ
ャ
ク
港
に
退
り
、
米
軍
の
上
陸
用

舟
艇
に
乗
せ
ら
れ
、
六
月
十
五
日
、
大
竹
に
上
陸
し
ま
し

た
。
昭
和
十
七
年
四
月
坂
出
港
を
出
港
以
来
四
年
二
カ
月

振
り
に
日
本
本
土
に
帰
っ
て
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

翌
七
月
か
ら
入
隊
前
の
職
場
に
復
帰
、
十
月
十
五
日
に

現
在
の
妻
啓
子
と
結
婚
、
三
女
の
親
と
し
て
幸
福
な
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

現
在
は
農
業
に
専
念
し
て
お
り
ま
す
。
今
静
か
に
過
ぎ

し
日
々
を
思
う
と
、
命
令
と
は
い
え
転
属
に
次
ぐ
転
属
と

仲
間
と
別
れ
て
見
知
ら
ぬ
他
の
部
隊
に
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
基
準
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
要
は
中
隊
に
不
要
な
兵

隊
の
処
置
な
の
か
と
人
事
を
怨
ん
だ
も
の
で
す
が
、
し
か

し
そ
の
結
果
が
「
生
」
に
結
び
つ
い
た
の
だ
と
逆
に
考
え

ら
れ
る
年
令
と
な
り
ま
し
た
。 

北
支
・
ビ
ル
マ
の
戦
場
回
顧 

愛
媛
県 

 

垣 

木 

秀 

雄 
 

 

  

西
日
本
一
の
最
高
峰
で
四
国
山
脈
の
主
領
・
石
鎚
山
（
一
，

九
八
二
メ
ー
ト
ル
）
並
び
に
天
狗
岳
連
山
の
西
端
に
位
置

す
る
、
標
高
九
八
六
メ
ー
ト
ル
の
高
縄
山
の
山
麓
の
菅
沢

村
（
現
在
、
松
山
市
菅
沢
町
）
に
私
は
誕
生
し
ま
し
た
。 

 

両
親
の
元
に
、
姉
一
人
、
弟
二
人
、
妹
一
人
の
五
人
兄

弟
の
長
男
で
、
七
人
家
族
で
し
た
。
幼
少
の
頃
は
、
全
国

的
に
恐
慌
の
嵐
が
吹
き
、
私
の
村
で
も
貧
し
さ
に
立
ち
向

か
っ
て
、
皆
さ
ん
一
生
懸
命
に
働
い
て
い
ま
し
た
。
そ
う

し
た
中
に
も
、
近
隣
の
人
達
は
人
情
味
は
厚
く
、
昔
か
ら

弘
法
大
師
様
の
教
え
を
順
守
し
て
、
他
人
様
に
は
厚
情
を

施
し
、
自
分
に
は
厳
し
い
と
い
う
風
習
で
し
た
。 

 

農
家
に
し
ま
し
て
も
、
自
作
農
は
わ
ず
か
で
、
大
多
数

の
人
た
ち
は
大
地
主
の
田
畑
を
借
用
耕
作
で
し
た
。
世
に

云
う
小
作
人
で
し
た
。 

 

我
が
家
は
父
親
が(

大
本
家)

か
ら
独
立
し
て
一
家
を
構


